
（別紙３）

～ 2025年1月31日

（対象者数） 9 （回答者数） 8

～ 2025年1月31日

（対象者数） 6 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

取り組みの継続。さらに共有しやすい方法の検討。

2

取り組みの継続。サービスの質の向上について検討。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

重要事項説明書のみに限らず、安全管理などのマニュアルや

実際に行っている研修内容などについても公表する方法を検

討する。

2

3

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　スマイル玉造店

○保護者評価実施期間
2025年1月5日

○保護者評価有効回答数

2025年1月5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年2月14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

外部への情報発信を行っているが、周知できていない。 SNSなどの活用は進めているが、療育内容が主となっており安

全管理などの施設に関わるルールや施策については周知できて

いない。

個別支援計画を含め職員間で支援の方針や方法については共有

されている。

各プログラムについても、実施方法や内容がわかりやすいよう

に共有している。

直接支援に関わる部分では、利用者様から高い評価を得てい

る。

日常のご様子の共有、モニタリング時の共有、家族支援や関係

機関連携を通じて本人を取り巻く環境との連携などを意識的に

行っている。

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


